
 

 

 

 

 

 

 

 

 

産学官民で地域の脱炭素化を議論し報告書にまとめます 

～大野市脱炭素推進会議「脱炭素ワークショップ（全３回）」を開催～ 

 

 大野市では、「大野市脱炭素ビジョン」に掲げる目標を達成するため、市民・団体・事業者・行政が一

体となりカーボンニュートラルの実現に向けた取り組みを進めております。 

 昨年度は、各界各層の事業者及び団体から選出された市民のほか、学識経験者などを含めた23人の委

員で構成する「大野市脱炭素推進会議」を６月に発足させ、情報共有及び具体策の協議を行いました。 

 本年度は、大野市脱炭素推進会議委員の有志と、外部有識者として福井大学カーボンニュートラル推

進本部の研究員を加えた９人の構成員による「脱炭素ワークショップ（全３回）」を開催し、地域資源を

生かした脱炭素の取組みについて議論を行い、最終的に具体策を報告書にまとめる予定です。 

 つきましては、脱炭素ワークショップの日程等についてお知らせしますので、当日の取材をお願いし

ます。 

 

記 

 

１ 脱炭素ワークショップの概要 

  「別紙１」参照 

   ・第１回：７月 29日（月）午後７時～９時 結とぴあ 201・202号室 

   ・第２回：８月 21日（水）午後７時～９時 結とぴあ 201・202号室 

   ・第３回：９月 17日（火）午後７時～９時 結とぴあ 201・202号室 

 

２ 第１回ワークショップの内容（予定） 

  （１）挨拶・自己紹介 

  （２）ワークショップの進め方について 

  （３）市内の脱炭素の取組みについて 

  （４）ワークショップ（２班に分かれて） 

   ※ワークショップは、「自然（森林、水、雪、星空、田など）を生かした脱炭素の取組み」 

に関してアイデア出しを行う予定です。 

 

 

報 道 資 料 

【発信日】令和６年７月２３日 

【問合わせ先】 

 大野市役所（１階１０番窓口） 

 くらし環境部環境・水循環課 加藤、村中、小野田 

 電話 0779-64-4828 内線 1602 

 



 

大野市脱炭素推進会議「脱炭素ワークショップ」の概要 

 

テーマ 大野市の地域資源を生かした脱炭素の取組み 

テーマ設定

の背景 

 市が令和５年３月に策定した「大野市脱炭素ビジョン」は、「カーボンニ

ュートラルの達成」と「市民の幸せな暮らし」の同時実現を目指している。

この実現のためには、地域課題とニーズを的確に捉え、対応する地域資源

を発見・活用し、市民、企業、団体、行政が協働・連携により取組みを進

めることが重要である。 

検討内容 

（小テーマ） 

「地域資源」の範囲には、自然、文化、歴史、産業、食、人などさまざま

なものが考えられるが、本ワークショップでは、生かすべき地域資源を「自

然」「結」に絞って具体的な方策について検討を行う。 

 

①「自然」（森林、水、雪、星空、田など）を生かした取組み 

【取組例】 

 雪を貯蔵して夏の冷房に使用する取組み 

 「星を見る日」を作り、家庭の電気使用量を抑える取組み 

 水田の「中干し」期間を長くしてメタンの発生を抑える取組み など 

 

②「結
ゆい

」（協働、ネットワーク）を生かした取組み 

【取組例】 

 地域団体（自治会、青年会、育成会、サロンなど）と●●のコラボに

よる取組み 

 事業者(産業、運輸、金融など）と▲▲のコラボによる取組み 

 教育・研究機関（小中学校、高校、大学など）と■■のコラボによる

取組み 

日程・場所 

【第１回】７月 29 日（月）午後７時～午後９時・結とぴあ 201・202 

【第２回】８月 21 日（水）午後７時～午後９時・結とぴあ 201・202 

【第３回】９月 17 日（火）午後７時～午後９時・結とぴあ 201・202 

構成員 

(順不同・敬称略) 

１ 福井県立大学 経済学部 経営学科 教授 杉山 友城 

２ 越前信用金庫 常勤理事 土藏 有二 

３ 福井県民生活協同組合 渉外広報部次長 高井 健史 

４ 福井県自動車整備振興会 大野支部 支部長 伊與 勝 

５ 大野市木材組合 理事 玉木 光祐企 

６ 大野市区長連合会 理事 須原 祥量 

７ 株式会社福井銀行 地域創生チームリーダー 井上 宗城 

８ 【外部有識者】福井大学 カーボンニュートラル推進本部 特命教授 永瀬 恭一 

９ 【外部有識者】福井大学 カーボンニュートラル推進本部 特命助教 鈴木 遥介 

事務局 大野市 くらし環境部 環境・水循環職員 

 

別紙１ 


